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Vol.5となる今回のテーマは社員教育です。これまでは経営者のイ
ンタビューのみでしたが、今回はそこで働く社員の方へもインタ
ビューを行いました。
表紙にもある「共に育つ」とは、教え育てる“教育”
ではなく、経営者も社員と共に学びあい、成⾧し
あう“共育” （きょういく）です。いきいきと働く
みなさんの姿がここに詰まっています。
ぜひご覧ください!



製造業製造業

1972年の創業以来、護岸工事や地下鉄工事、
造成工事、地盤改良などで扱われる土木・建設資
材の加工業として、社会インフラの整備に貢献し
てきました。

現在の事業は二本柱で展開しています。１つは
創業以来から行っている重仮設リース会社の構内
下請部門であり、佐賀と久山町の2カ所の取引先
企業内に拠点があります。重仮設リース会社の鋼
矢板、鉄板等のメンテナンスや在庫管理まで一手
に引き受けています。

２つめは建設資材加工部門です。自社工場内で
バンドソー、ドリルマシン等の機械により鋼矢板、
鉄板等の切断、穴あけ、溶接等の加工を行います。
エンドユーザーは、国または社会インフラ整備を
行うゼネコン等です。もともと、この部門は下請
企業から脱却して「自立型企業」をめざすために
始めたものです。おかげで加工技術の向上にもつ
ながり、１つ目の事業の柱の構内下請事業にも相
乗効果がありました。リース業の下請事業でも新
たな受注が生まれ、より良い取引ができるように
なりました。

同社の得意分野・強みは、鋼矢板の特
殊資材加工です。これは原材料の金属板
から1次・2次加工のみを行うニッチな市
場です。現在は業界全体として技術者不
足で加工会社が減少傾向のため、自社で
は受注・仕事量はむしろ増えています。

今後の計画としては、海外のグローバ
ル展開も視野に入れています。インドネ
シアにはビジネスパートナーになる人材
もおり、国土交通省がかかわる事業計画
を組むように着手しました。エコアク
ション21も取得しており、環境経営にも
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ハローワークによる随時中途採用はもちろん、地元飯塚市で合同企業説明会に出展
しており、毎年新卒採用活動をしています。 2024年9月現在、社員数は25名で、うち
女性が内勤者で2名、インドネシア人を8年前から受け入れ、現在６名が社員として働
いています。

建設資材の加工作業をしています

強い関心を持っています。今は鋼矢板の事業に特化していますが、再生エネルギーや
洋上発電をビジネスにできないか検討し、展示場等にも参加して情報収集しながら具
体化を図っています。また、当面10年間の経営ビジョンとしては、敷地内には十分な
土地が確保されており工場を拡大させること、また事務所もリニューアルし、社員を
40名までに増やすことです。そして、女性技術者を誕生させて社員の半数を女性にし
ていくことを掲げています。

飯塚本社工場外観 出荷前の建設資材と

加工場などの技術部門、CADなどを扱う設
計部門、在庫管理・営業事務・総務部門が
あり、モノづくりの製造業として技術者が
大半を占めています。

まず新入社員教育では、合同入社式・新
入社員研修、２、３年目社員のフォロー
アップ研修など、社員の課題に合った習熟
度別の研修セミナーに参加しています。異
業種企業の社員との交流から、自分や会社
の課題など自社にない気づきが得られ、ブ
ラッシュアップができます。また、社内で
は同じく福岡同友会の『パーフェクトマ
ナーブック』を読み合わせて、先輩と一緒
に１年かけてマナー研修の勉強会を行って
います。

技術教育については、いわゆる On the
Job Training(OJT)が中心です。



-5- -6-

入社のきっかけは、飯塚市の合同企業説明会に参加してみて、
「どういう風に働いているんだろう?」と気になってブースに
参加したことです。実際に工場見学をしてみた時に、優しく教
えてくれる印象が強かったのが決め手になりました。製造業に
こだわっていたわけではありません。いまの仕事内容は、溶接、
加工、穴あけの仕事、クレーンでの入出荷作業です。最初は先
輩についてもらいっぱなしで不安もありましたが、今では一人
で作業ができるようになり、成⾧したと思います。「自分一人
で考えて」、より早く作業が出来るように工夫したり、任せら
れるところに特にやりがいを感じます。

いままで受けてきた社員教育の中で、新入社員教育研修へ参
加して様々な会社の話を聞くことが出来たのがよかったです。
また、会社内では福岡同友会の『パーフェクトマナーブック』

金属をカットするバンドソーを扱う小栁さん

同社では経営指針（経営理念・ビジョン・方針・計画）を作り、その実践
に向けて、毎年10月には会社の計画発表会を行っています。発表会に向けて、
社員それぞれから仕事に関する個人評価として、今期の売上や環境・安全・
品質に関する行動目標の設定を行っています。設定した目標に対しては、自
己評価をするだけでなく、直属の上司、部門⾧の評価があり、社⾧コメント
も入ります。評価表をもとにした上司との面談では、基本的に「ほめて」育
てることにしています。また、社員それぞれの働く10年ビジョンを模造紙で

（株）サワダに新卒入社
小栁拓さん

（株）サワダ 事務所前で若手社員の皆さんと
（左から２人目 花田理恵さん）

を使って先輩と共に勉強会をしました。
自社の良いところは、先輩から気軽に

声をかけてもらって、アットホームな雰
囲気があって話しやすいところだと思い
ます。

これまでにクレーン操作と玉掛の資格
を取得しています。今後は仕事の幅が広
くなるように「溶接」の資格を持ちたい
と考えています。いまはまだ一人で任せ
てもらえない仕事もありますが、今後の
目標は、自分一人で判断して仕事が出来
るようになることです。

わが社は「共に成⾧できる会社」です。経営者と社員との距離が
近く、“やりたい”と思うことができる会社です。社員は共に成⾧
し合う存在であり、スタートラインは社⾧も社員も同じで、共に
育つことが大事です。役職はあくまで「役割」であって、社⾧が
偉いということではなく、自分たちの役割を全うしようというこ
とを考えています。

とはいえ、「生ぬるい」会社にはなりたくないとは考えており
ますので、“自分を高めたい”という方、また少しでも興味があれ
ば当社の見学に来てほしいと思います。新卒社員の方は働いてみ
たときに、現実とのギャップを感じることもあると思います。し
かし、せめて３年でも働いて「学ぶことはない」というくらい

「指差し呼称」などの安全教育も重要で、年1回の○×テストを行っており、
責任者がフォローします。仕事内容は有資格者による業務ですが、資格取得は
すべて入社後からでOKです。資格取得の費用は会社負担として会社が支援を
しています。社⾧自身の成⾧と、社員の自己成⾧によって会社が成⾧するため、
お金を惜しまず社員に投資したいと考えています。

各種委員会活動は賃金考課表委員会、社員共育・新卒採用委員会、コミュニ
ケーション委員会があります。サワダでは社内誌を社員が制作し、Slackアプ
リを使って委員会活動の情報共有などをしています。委員会活動は役職がある
なしにかかわらず若手社員も参加しますので、自分の仕事以外に会社全体のこ
とも考え、主体者意識を持てる良い機会となっています。

また、「若手の会」を発足させて1カ月に1度、自分たちの技術成⾧の発表
会を行っています。現在6名で活動し、3工場をTV会議室システムZOOMでつ
ないでリモート会議を行っています。リーダーを決めて社員が自主運営するな
ど、委員会活動とあわせて若手がリーダーシップを発揮できる場になっていま
す。

学んで「この会社を変えるぞ」という気持ちで働いてほしいです。その社員の声に応え
るためにも、自分自身がきちんと“聞く耳”を持ちたいと考えています。

花田理恵社長

作って発表するなど、社員
それぞれが働く意味を考え
る機会となり、また働く価
値観や将来やりたいことを
経営者・社員みんなが共有
して応援できる場を作って
います。

今後の計画づくりには県
外の先進事例の企業見学も
行い、同友会が推進してい
る『企業変革支援プログラ
ムVer.2』を利用して、社
員と共に取り組むこととし
ています。将来的にはすべ
て社員が主体で動ける企業
をめざして社員教育を行い
たいと考えています。



製造業製造業

株式会社ブンカ巧芸社は、鹿児島市に本社があ
る看板広告を製作する会社です。業種としては製
造業ですが、看板は建物に付属することも多く、
また看板だけを設置する場合でも基礎工事や電気
工事が必要になることから、建設業とも密接な関
係にある業種です。同社の強みは、企画提案から
設計、制作、取付、メンテナンスまでを一貫して
自社で行えることです。創業は1953年4月で、
現代表の峯元信明社⾧（鹿児島同友会所属）の祖
父である時則氏が創業しました。それから父で先
代の時秀氏が代表をし、現代表である信明氏は
2012年に社⾧に就任しました。今回お話を伺っ
たのは弟で専務取締役の秀爾氏です。現在は兄弟
二人が中心となり経営しています。

秀爾専務の主な拠点は福岡支社です。鹿児島と
福岡以外にも、東京に営業所があり、最近沖縄に
も営業所を開設しました。鹿児島県はもちろん、
九州商圏でもトップシェアを誇っている創業７０
年を迎えた老舗企業です。

もともとあまり定着率はよくありませんでしたが、2008年のリーマンショックの時に
多くの退職者がでました。不景気という外部要因もありましたが、それ以外にも多くの課
題がある会社でした。それまでは、会社のカリスマでもあった時秀氏が会社を引っ張って
いましたが、信明氏が代表に就任するにあたり、カリスマ経営からチーム経営へと舵を切
りました。また、以前は人が辞めるのは個人の能力の問題で、会社のせいで辞めるとは考
えていませんでしたが、会社に問題があると考えるようになり、働きやすい企業風土の構
築をめざすようになりました。そこで、委員会活動に取り組み、社員間のコミュニケー
ションを図り、たすけ合う企業へと変えていきます。また委員会活動では若手が役を担う
ことで、人育てにもいい影響を与えるようになりました。その委員会活動の一つに環境委
員会がありました。この委員会では３S活動に取り組みました。具体的には工場内を整理
し、道具を整頓し、きれいな状態を保つための清掃ルールも作りました。こうすることで、
自分たちの工場に誇りを持てるようになりました。
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あわせて未来ビジョンの共有を始めます。「全社一丸体制 社員と共に成⾧する会社を
目指す!」とし、経営理念を成文化します。「我々は、最良の価値を提供し、お客様の商
売繁盛に寄与します」「我々は、ブンカ魂の基、個人の個性と能力をおしみなく発揮し、
社員と共に発展する企業を目指します」「我々は、明るく、活気あふれる未来空間を創造
し、地域社会に貢献します」の３つの理念を掲げました。これらは株式会社ブンカ巧芸社
の事業目的であり、自分たちの使命、目指す社風、自分たちの存在価値を表しています。

また、５つの魂（ブンカ魂）を大切な価値観として定めます。「顧客第一の精神、感謝
の心、強調する気持ち、創造する信念、改革への情熱」で、先代がよく言っていた言葉で
す。この魂を大切にしながら、新しいことへの挑戦をはじめます。これらを定めた経営指
針書も年々バージョンアップ。2010年に始めた当初は、A4コピー用紙を束ねたものでし
たが、今では表紙もデザインされ、きれいに製本されたものが作られています。中身は、
経営理念、10年ビジョン・経営目標、経営方針・各種方針・部署目標となっており、こ
れを年2回の全体会議、月1回のタウンホールミーティング、そして週1回の朝礼を通じて、
共有しています。めざす先を決め、今取り組むことを決める。また決めたことを振り返り、
確認する。これらの事を大事にしながら経営指針書の実践に取り組んでいます。

未来ビジョンの共有と働きやすい企業風土の構築をあわせて、組織づくりを行いました。
2010年から「人と組織の成⾧」を経営重点方針に掲げ、「ものづくりはひとづくり 社
員の成⾧があってはじめて会社は成⾧する。」と位置づけました。

左は鹿児島本社
右は今回取材させていただいた福岡支社
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2012年、新卒採用をスタートします。このことで他社とさまざまな点で比較が
でき、自社の見直す点が学べました。なぜ先輩の会社は選ばれるのに、我が社は
選ばれないのか。先輩企業の選ばれる魅力ある会社を実感することができ、社内
改革はさらに進みました。

また、初めて新卒採用をした女性スタッフがいろいろな相談をしてきたことで、
一緒に新たなことにもチャレンジできました。そして、本人が辞めたいという相
談があれば、そのたびに理由を聞き、辞めないでいいように改善。その結果、女
性が活躍できる仕組み、女性への配慮、会社の改善などを一緒に行ってきました。
今でもこの女性スタッフは、役職者として社員のロールモデルとなり、会社を
引っ張っています。

会社は社員の成⾧のための投資をはじめました。もちろん社員自らが自身を高
め、積極的に学ぶ成⾧意欲を持つ集団でないといけません。そこでは、社員が育
つ環境を整えること、そして、社員が育つ機会を作ることが人材育成の考え方と
捉えました。2008年に多くの離職者が出た際、離職が会社の成⾧を遅らせること
に気付いたため、この方針が出されました。カリスマではない兄弟が、社員みん
なの力を活かし、組織を成⾧させる。カリスマ経営からチーム経営の転換は、
トップダウン経営からボトムアップ経営への転換でもありました。個人の個性と
能力をおしみなく発揮し、社員と共に成⾧する企業をめざす。そして社員重視で
社員の夢が実現できる会社をめざした結果、「ものづくりはひとづくり」の共育
に関する方針が生まれたのです。

◆新人でも大きな仕事を任せられるのですね!それでは、今の会社を選んだ理由を
教えて下さい。

山下:就活の時にいろいろな会社を回りましたが、その時に一番働きやすそう、自分
にあっていそうという気がしました。また、会社見学にいった時、社員の物腰が柔ら
かくてすごくいい対応をされました。大学ではデザインを学んでいたので、デザイン
部があったというのも決め手となりました。
大山:もともとものづくりが好きで、大学では映像を学んでいましたが、今度は実際
に手を使ってアナログなものを作りたいと思い入社を決めました。もちろん今まで勉
強してきた映像が活かせて、会社と一緒に発展したいという思いもありました。
◆仕事のやりがいを感じるのはどんな時ですか?
山下:やはり看板を付け終わった時です。お客さんの抽象的なイメージや要望から具
体的な形にしていきます。いわば０から１を作り出す仕事ですので、なかなか大変で
す。それを先輩社員とも一緒に進めながら、形になった時は“頑張って良かった”と思
いました。
大山:サインというのは他の建築業種と違ってその建物の顔にもなりうるので、それ
を作ったんだ、その時こういう苦労話があって、こんな大きな看板ができあがったん
だと人に話すのが一番楽しいです。
◆入社して一番成⾧したことは何ですか?
山下:ちょっとふざけると、胃袋が大きくなりました。食事に連れて行ってくれる上
司がいて、たくさんご飯を食べさせてくれるからです。真面目に言うと、営業職なの
で、いろいろな人に会って話をします。そこで、聞き取り方や人との接し方を学びま
した。
大山:私も胃袋が大きくなったことです。それ以外で言えば、まだ社会人２年目なの
で、まだまだなのですが、メールの打ち方や、挨拶の仕方など社会人としての基礎を
学ばせていただきました。

そんな社員を大事にしている株式会社ブンカ巧芸社で働く二人にインタビュー
を行いました。入社3年目の山下琴美さん、もう一人は入社2年目の大山寛人さん
です。
◆いまどんなお仕事をしていますか?
山下:営業職です。デザインも少ししています。
大山:私も営業職です。
◆山下さんは、大山さんの仕事に加え、デザインもしているということですか?
大山:同じ仕事ではなく、現在の広告は徐々にデジタルサイネージといって、
LEDディスプレイなどの電子表示媒体を使った広告に移行しつつあります。私は
大学で映像系の勉強をしてきましたので、その分野を伸ばすように言われていま
す。

左から、峯元さん、大山さん、山下さん

他にも、委員会活動や社内プロジェク
ト、社員満足度調査などを通して、日々
環境整備を行っており、社内外研修、資
格取得推進、就業規則の整備など、ここ
では書ききれないほど社員が成⾧したり
働きやすい場づくりの工夫がありました。
働きやすさ＋やりがい＝働きがいのある
企業として、社員と共に成⾧する企業を
めざしています。



建築工事業建築工事業

株式会社アーキテックスは、大野城市にある
建設会社です。福岡・北九州の2拠点展開で高品
質な住まいを届けています。

1997年25歳の時、大分県日田市で立ち上げた
「株式会社アーキテックス」。栗山さんは元々大
手総合建設会社に勤務しており、これまでの人脈
を生かし、総合建設の下請け業としてスタートし
ます。ところがすぐに次の転機が訪れます。社員
が10名ほどまで増えたところで耐震偽装問題や
リーマンショックが起こり、建築業界が激変。下
請けを一切止め、2012年に住宅・不動産事業へ
のシフトチェンジを行いました。

なぜ、住宅を選んだのか。それは「お客様の
顔が見え、仕事の喜びを実感できること」が大き
な理由です。BtoCである住宅は、利益以上のや
りがいを得られることがうれしく、その思いは今
も変わりません。

2014年から規格住宅「BinO（ビーノ）」を手がけ、自由設計の注文住宅「YUTORI」、
そして新しい注文住宅「soleil」とラインナップが広がり、多くのお客様から選ばれてい
ます。

棟数が増えても、現場力重視のポリシーは揺らぎません。自分の仕事に愛情と誇りを持
つ職人さんにお願いして、品質を保ち続けています。自社検査と第三者検査のWチェック
も実施。“かかわった全員が堂々とお引渡しできる家”の証として、地鎮祭とお引渡しには
代表の栗山さんも参加しています。

現場を知る職人さんが営業～建築まで1人で行ったらかなり“いいモノ”になると考えて
います。しかし、現実的には難しいので、同社では大工・基礎・電気・設備という4つの
主要工事について「職人さんの内製化」をめざしています。コンシェルジュ（営業）やイ
ンテリアコーディネーターの仕事ぶりを間近で見て、「自分たちも頑張ろう」と思いを同
じにしてくれるはずです。今は大工・基礎職人の内製化が目標です。進化する現場力にご
期待ください!と栗山さんは言います。
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営業のために元々はポスティング等を行っていましたが、5年ほど前にインスタグラム
での情報発信が流行り、現在はインスタグラム広告を多く活用しています。家を建てたい
方へ発信している内容が、職を求める人たちへも当てはまっていました。来店してもらう
前からファンを作ろうと思い、ストーリーで社内発信を行う取組もされています。

若者に人気な会社を作りたいと思い、新卒採用を始めました。社風発信が同年齢の若者
の目に留まり、その発信が第二新卒の採用にもつながっています。「自分の人生をかけて
入社しようとする会社のことは調べるはず。相手の人生のためにも情報発信は必ず行う」
と栗山さんは話します。最近はSNSに顔を出してくれる社員が少ないので、まずは自信を
もって自社の紹介をするために、SNSに出てもらえるような社風づくりを心掛けています。

代表取締役
栗山浩さん

オフィス内
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仕事へ貪欲になってみてください。必ず力はついてきます。その行動がきっと30代、
40代になって成果として現れます。

実際に働く社員さんへインタビューをしました。設計部の安武梨乃さんは、入
社3年目です。
Q. 入社の経緯を教えてください。
A. ネットで見つけて応募しました。やりたい業務ともマッチしており、インス

タで雰囲気も確認できたことが決め手です!
Q. 今の仕事はどうですか?
A. 難しいこともありますが、自分で探してやってみたいと思った仕事なので勉

強になり楽しいです!
Q. 後輩を指導する時に気を付けていることはありますか?
A. 後輩と1年しか離れていません。まだまだ自分がわからないことも多いです。

自分で解決できるところは教えますが、わからないときは一緒に先輩に質問
して解決するようにしています!

Q. これから挑戦したい事はありますか?
A. お客様へ提案できるレベルを上げていきたいです。先輩方はスピーディな対

応が出来ているので、総合的な知識を習得し、5年目までにはできるようにな
りたいです!

Q. 今後の目標はありますか?
A. 総合的に建物の法律や構造上のことを加味したうえで納得してもらえる提案

ができるようになったり、一緒に仕事をする人に「さすがだな」と思っても
らえるような人になりたいです!

『私たちが大切にしていることは、オモイをカタチにすることです』
一流の工務店であるために
・「笑顔・感謝・謙虚な気持ちで行動します」
・「チームワークを大切に、目標を達成するまで仲間と一緒にやり遂げます」
・「自主性をもって新しいことに挑戦します」
・「最高の『ありがとう』にこだわった家づくりを追求します」
・「見えない部分にも徹底してこだわります」
・「お客様・仲間・家族・会社・地域、すべての人の気持ちに寄り添います」
・「現状に甘んじず、常に勉強し続けます」
・「家族のように温かいおもてなしをします」
・「すべてのことにスピードを持って対応します」
・「私たちの作る良い建物が街の潜在価値をあげます」
～常に幸せであるために、成功者ではなく、成⾧者たれ～
この行動指針を基に、目標達成に向け行動されています。

安武 梨乃さん

1年間は「社会人1年目の教科書」を用いた研修や同友会の共同求人委員会に参加
し、社会人になるための研修を行っています。また自社の役職者たちが講師となり、
社会人としての在り方を伝えています。

2年目は接客の勉強を行っています。営業部にはステップアップシートがありま
す。「C」「B」「A」「S（special）」の4段階評価となっており、「A]ランクに
なるまでは1人で接客を行いません。1人でできるまでは、上司に同行し経験を積ん
でいます。また人事評価制度もあり、ランクによって賞与に差がつくような取り組
み、個々のレベルアップ、モチベーションアップに努めています。

後輩を持つことで責任感が出てきました。わからないことは必ず確認してから
行動するし、人のせいにもしていません。きっとわからないことも多くストレス
も抱えていると思いますが、責任をもって働いてくれています!



卸売業卸売業

アドバンストーヨー株式会社は、窓や玄関ド
ア、室内ドア、お風呂、キッチン、トイレなどの
建築資材を販売する会社です。個人のお客様へ直
接販売するのではなく、工務店などの建設会社へ
販売するいわゆるBtoBの会社です。リフォーム
向けの仕事が多く、売上の7割を占めています。
アルミサッシのシェア率は北九州市で約25％と
地域シェアNo.1です。

同業他社では資材の取り付けを外注するとこ
ろも多いですが、自社社員が取り付けを行うこと
が特徴です。また、営業社員の商品知識の豊富さ
が信頼につながり、リピーターが増えることで
シェアNo.1という結果を生み出しています。

営業、営業事務、配達、取付など職種での役
割分担を徹底し、分業することで効率化をはかっ
ています。

毎年2～3名の新入社員が入社しますが、そのほとんどは未経験です。3年で1人前にな
るように教育を行っています。入社後は、メーカーであるLIXILの外部研修でビジネスマ
ナーや建築の基礎知識を学びながら、社内研修では配達担当として実際の建築現場を見な
がら商品知識を身につけていきます。既に販売が終了しているような昔の商品についても
建設会社から問い合わせがあるので、数十万種類にもなる商品知識が必要になります。知
識を身につけるうえで、実際の商品を目にしてもらうためにもまずは配達から経験しても
らいます。その後2，3年はジョブローテーションを行い、本人の希望も聞きながら配属
先が決まります。研修の受講歴はシステムで管理しており、誰が何の研修を受けたかひと
目で分かるようになっています。

また、資格取得も支援し、資格試験に関わる費用は全て会社負担です。例えばトラック
の運転に必要な中型自動車免許を持っていなければ、入社後に会社が費用を負担して取得
してもらいます。
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取引銀行の協力を得て、iDeCoや新NISAといった個人積立に関する金融教育にも力を
入れています。あくまで任意の勉強会ではありますが、社員が将来のことを考える機会に
なります。転職があたり前になっている現代において、特に若い人にとって退職金は遠い
先の話です。退職金は性質上、定年に近くなるにつれて金額が高くなり、若いうちは少額
で、退職金よりも個人で積立をするほうが将来手元に残るお金は多くなるとも言われてい
ます。そこで、退職金積立分の資金を社員の給与に反映させ、それぞれで個人積立ができ
るようにしています。積み立てて将来に備える人もいれば、その月の生活に使わざるを得
ない人もいるため、そこは個人の判断に任せていますが、会社として社員が将来に安心感
を持てるような教育制度や働く環境をつ
くっています。

また、毎月社員に月次決算を報告して
います。社員にとって、給与や賞与、こ
の会社に勤め続けて大丈夫かどうかは重
要なポイントです。そこで、売上や利益、
経費や営業利益を報告することで、社員
が今の会社の状況を理解し、目で見て納
得することで安心して働くことができま
す。

木村 浩二郎さん

施工例 スタイルシェード
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アドバンストーヨーは電気関係や付随する建築に関する部分を別会社として作り、ホー
ルディングス化して、今の社員を別会社の社⾧にすることを会社のビジョンとして掲げて
います。ホールディングス化することで、資金調達についての心配がなくなり、会社を発
展させることだけに専念できます。社員は自分が社⾧になるとは全く考えていないので、
会社をつくり、社⾧になれるチャンスを与えようとしています。そのためにも、技術も管
理もできる社員、自分の部署だけのこ
とでなく、会社全体のことを考えられ
る社員を育てていきたいという思いで
教育しています。ただし、なかなか社
⾧になりたいと思ってもらえるような
姿を見せられていないことが課題で、
「社⾧みたいなことはできない」と言
われます。そのため、社⾧には色んな
やり方や姿があると伝え、時代にあっ
た柔軟な考え方をもった社⾧になれる
社員がたくさんいる会社をめざしてい
ます。

実際に働く社員さんへインタビューをしました。事務課の田代絵里花さんは、入
社4年目で、営業のサポートとして、見積もりや発注が主な仕事です。
Q.入社のきっかけは?
A.コロナ禍で派遣切りにあい、会社を探す中で、面接担当の方の話しやすい雰

囲気に惹かれ、この会社なら自分らしく働けると思い、入社を決めました。
Q.実際に入社してみてどうですか?
A.人間関係に困ったことはなく、どの先輩も優しく、他の部署の方でも親身に

相談に載ってくれる働きやすい環境です。社⾧との距離も近い会社なので自
分の意見を伝えやすいです。改善すると決めたら動き出すのが早いので、ど
んなに小さいことでも要望を言ったら検討してくれます。変えようとしてく
れることも嬉しいし、結果的にそれが働きやすさにもつながっています。以
前、配送を紙で管理して大変だったときに、改善要望を伝えるとシステムを
取り入れて、管理がしやすくなったこともあります。

Q.仕事をして嬉しかったことは?
A.入社当初は商品知識が全くなく、営業の方からの問い合わせに対して、調べ

るのに時間がかかっていましたが、今では問い合わせにすぐに答えられる
ようになり、「早くて助かる」と言ってもらえたことです。

Q.自身が成⾧したと感じることは?
A.作った見積書などは営業を通してお客さんに伝わるので、営業の方がお客さ

んに説明しやすいように、営業担当の先にいる、お客さんのことまで考えら
れるようになったことです。

Q.今後の目標は?
A.田代さんに聞けばなんでも解決できると思ってもらえるようになりたいです。

田代さんの入社当時、明文化された
マニュアルがなく、膨大な商品に関す
る情報などは口頭で新入社員に教えら
れていました。口頭だと、退職があっ
た場合、マニュアルがどこにも残らな
いという問題がありました。

また、新入社員としても、教えられ
る際に参考となる資料がなく、自分の
メモだけが頼りになります。田代さん
は口頭伝達で教わる大変さを経験し、
同じ経験を後輩にしてもらいたくないと
いう思いから、田代さんが中心となって、マニュアルをつくりました。商品知識に関す
るものから、顧客へのプレゼン資料のつくり方、顧客ごとに異なる見積書のつくり方ま
で、全てクラウド上のマニュアルにまとめられています。文書化されたマニュアルを新
入社員が読むことで、自分から質問が生まれるようになり、それに対して先輩社員が答
えるという流れができました。

田代 絵里花さん
社長や他部署とも距離が近い会社



情報サービス業情報サービス業

株式会社スミリオンは企業向けのWebシステム
開発やホームページ制作等を行っている会社です。
代表の福田裕聡さんが2009年に設立しました。
毎年新卒採用を行っており、社員の平均年齢は
33.9歳と若く、20代が全体の40％を占めていま
す。

社 名 の ス ミ リオ ン （ Smillione ） は Smile 、
Million、Oneをつないだ造語で、戦国武将・毛利
元就の「百万一心」という言葉に由来します。
「百万一心」には「皆で心を一つにして協力すれ
ば何事も成し得る」という意味があり、福田さん
の人生理念にもなっています。Million（百万）
One（一心）にSmile（笑顔）を加え、「『笑
い』のある明るい未来を目指す会社であり続け、
何事も成し遂げられる『協同精神』を胸に抱きお
客様にご満足いただけるサービスを行っていく」
という思いが社名に込められています。

システム開発とは組織が抱える課題を解決
するため、IT技術を用いた仕組みづくりを行
うことです。スミリオンはこれまで警備会社
の勤怠管理システムや電力会社のスマート
メーター連携システム等を手がけてきました。
近年では単なるシステム開発にとどまらず、
新しいビジネスモデルを一緒につくる「マイ
ビジネスDX」という事業を始めています。自社や業界の課題を解決できるシステムをスミ
リオンと一緒に作り、自社で活用するだけでなく同じようなことで困っている他社にも販
売する。これにより新たな収益源が生まれ、企業のさらなる成⾧が期待できます。実際に
保育事業者と協力して開発した「企業主導型保育園専用システム famcloud」は2019年の
リリースから今では400近くの保育園で利用されています（2024年4月時点）。「スミリ
オンがIT技術によってお客様を支え、そのお客様が大きく発展する、例えば上場企業に
なったり、そんな姿を見るのが一つの目標ですね」と福田さんは語ります。
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スミリオンは社員教育に力を入れており、技術力だけでなく人間力を培う研修会、また
社内の交流を深めるイベントを幅広く実施しています（詳細は次のページで紹介していま
す）。技術面以外の教育に力を入れるシステム会社は珍しく、そこには「立派な社会人に
なってほしい」という福田さんの思いがあります。「子どもたちを最終的に立派な社会人
に育てるのは企業の役割だと考えています。一人の人間として成⾧し、より良い人生を歩
んでほしい。そしてスミリオンにいて良かったと思ってもらいたい。だから人間的な部分
の教育にも力を入れています」と福田さんは言います。システムエンジニアはパソコン相
手に一人で黙々と作業するイメージがありますが、実際はお客様の要望や困りごとのヒア
リングから始まり、チーム間での連携、お客様とのやり取り、納品後のサポートなど人と
接する場面が多くあります。人間力を身に付ける、
つまり”まごころ”を持って同僚やお客様と接する
ことが、社内の協力関係、顧客満足度、ひいては
スミリオンの発展につながっていくのです。

最後にスミリオンの強みをお聞きすると「社員
です。間違いありません。社員が成⾧してくれた
おかげで今があります」と胸を張った福田さん。
「百万一心」の心を持ち、社員とお客様双方に笑
顔があふれる、そんな会社づくりにこれからも取
り組んでいきます。

笑顔で答えてくれた福田さん

保育事業者と開発したfamcloud

システム開発の様子



-21- -22-

スミリオンでは様々な研修やイベントを実施しており、これら通して共に育ち
あい、いきいきと働ける職場づくりに取り組んでいます。一部をご紹介します。

◎新入社員研修… ビジネスマナー研修、技術研修（セキュリティ教育やeラーニン
グ）、OJT（プロジェクト配属）

◎精神と時の部屋…社会人基礎力の向上を目的にYouTube等で動画を視聴して
グループ討論を行う

◎45コンピテンシー…経験年数ごとに求められる能力を45の項目にしたもので、
隔週で内容の読み合わせを行う。また定期的に個人へのフィードバックを実施。

◎どやの部屋…仕事やプライベートで頑張ったことや自慢したいことを発表。

◎技術と時の部屋…毎月テーマを決めてITの先端技術を学んだり、品質をより向
上させるにはどうしたら良いか意見交換を行う。

◎知る会…お互いのことを知るため、人生ストーリーや好きなこと等について15
分間プレゼンを行う。

◎あなたならこんな時どうする?クイズ…お客様とのやり取りで実際に失敗した
ことを題材に、何が問題だったのか、どう対応すればよかったのか議論する。

そのほか社員旅行やスポーツ大会などのレクリエーションも毎月開催しており、
希望すればカウンセリングや資産形成などの外部研修も受けることができます。

入社3年目
中村 勇太さん

Q．どんなお仕事をされていますか?
A ．主にシステムの設計・プログラミングから納品後

の運用・保守まで関わらせていただいています。

Q．お仕事をする中でうれしかったことはありますか?
A ．社内会議で自分が出したアイデアが採用されて、

実際にお客様に使ってもらえたことがうれしかっ
たです。1年目の時だったので仕事に関わってい
るという実感も湧いて、なんだか認められた感じ
がありました。若手でも意見を言いやすい会社だ
と思います。

Q．色んな研修があるとお伺いしましたが月にどれくら
い行われていますか?

A ．月に1回全体会議があるので大体はその日にまとめ
て行っています。

Q．スミリオンの強みは何だと思いますか?
A ．社⾧もよく言われているのが、他社との差別化を考

えた時、システムを作る技術力はもちろんなんです
が、顧客対応の良さ、そこにも差が出てくると考え

ています。実際に他社の対応が良くなくてスミリオンさんに頼みましたというお客様も
いるので、そこは強みだと思います。

Q．日頃の研修がそこに活きてくるのでしょうか?
A ．そうですね。ヒューマンスキルを培うような研修もありますし、お客様の気持ちをど

う汲み取るかということも勉強しているので、それができているのかなと思います。

Q．社内はどんな雰囲気ですか?
A ．明るい雰囲気だと思います。堅苦しい感じは全然ないです。雑談しながら作業していて

笑い声も聞こえてきます。わからないことがあればすぐ質問できますし、嫌な顔せず聞
いていただけるので非常にありがたいです。

Q．入社されてからご自身が成⾧したなと思うところはありますか?
A ．もともと人見知りというか、知らない人とあまり話せないタイプだったのですが、こ

こで育ててもらったおかげでだいぶ話せるようになりました。

Q．スミリオンの自慢したいところはありますか?
A ．会社に行きたくないと思ったことが一度もないんです。それぐらい居心地の良い会社

だと思います。もちろん仕事が大変な時はありますが、同僚や先輩がいつも気にかけ
てくれます。プライベートのこともよく話しています。

Q．印象に残っている社⾧の言葉はありますか?
A ．企業理念に「笑顔」が入っているように、常日頃から口角を上げて声を出すことを意識

する、そうすれば社内の雰囲気も明るくなって、お客様にも笑顔で接することができる、
という言葉は入社してからずっと頭の中に入っ
ていますね。

Q．最後に今後の目標を教えてください。
A ．今年から研修のリーダーを任されまして、近い

うちに新卒の研修を確立できたらいいなと考え
ています。まだ手探りでやっているところもあ
るのでより良い内容していきたいです。

お仕事の様子

福田さんと一緒に！
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アトモスダイニング株式会社は新陳代謝食堂
「辛辛」から始まり、現在では多岐に渡る業態を
展開しています。アトモスダイニングのアトモス
はatmosphere（英:雰囲気）からきており、雰
囲気作りを大切にしていく、という思いが込めら
れています。現在では、飲食業にとどまらず、店
舗デザイン・コンサルティング、スポーツジム運
営等を展開しており、グループ合計で社員約60
名、パート・アルバイト約300名が在籍していま
す。飲食業としては「九州の美味しいものを世界
へ!」というコンセプトのもと、福岡市内に30店
舗、熊本に2店舗、海外に3店舗あり、居酒屋、
大衆酒場、焼肉、洋食、ベーカリー等多様な業態
で展開しています。

アトモスダイニングではスタッフの教育を大切にしています。勉強会を定期的に開いて
おり、年間スケジュールで開催日時を決め、社内外から講師を招いています。アルバイト
は新人研修で、接遇などの研修を行い、また社⾧の話を聞く機会も必ず入れて、どういう
想いで経営しているのかといった経営者の想いを知る時間を作っています。

また、”居酒屋大学”と称して、アルバイトの多数を占める学生を中心に、接遇やコミュ
ニケーションの取り方等の社会人としての研修に力を入れています。全体での勉強会はも
ちろん、店舗内での研修も盛んに行われています。店舗に役職者を置き、現場に近い人が
店舗を見ることで、現場からの声を素早く会社の動きに反映させることが出来ています。
そのためそれぞれの店舗独自のカラーが生まれています。

アトモスダイニングの100年ビジョンの一つに「1000人の経営者を輩出」することを
掲げており、独立支援制度が社員向けに準備されています。「自分の人生を経営できる人
間を育てる」ことを軸に、独立希望がある社員に、今ある店舗、スタッフ、お客さんとい
う、全てを任せて独立させる制度です。その支援制度を利用して、現在5名が独立してお
り、今後も社内から独立していく予定があります。
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コロナ禍では国や行政の指示に従わなければならなかったため、休業等を余儀なくされ
ました。影響は大きかったですが、その間もスタッフの給料は全て支払いました。しかし、
多くの社員が感じたのは、この先の未来に対する不安だったのではないかと齊藤氏は言い
ます。社員のモチベーション維持のために、SNSの活用方法や気持ちの面での勉強会をオ
ンラインで行い、ボランティアとして農家へ出向き、野菜の収穫を手伝うなどして、会社
として動き続けるという選択をしました。その結果、社員がやりがいを感じ、離職者がほ
とんど出ませんでした。これらは社内からのアイデアで決まったもので、社員の自主性を
大切にする社風があります。

また、同じ飲食業界の中でも中食とよばれる惣菜関係の企業など、普段付き合いのない
方とコロナをきっかけに出会い、現在の仕事にも繋がっています。

コロナ禍でラーメン居酒屋やベーカリーといった新事業の展開も始めました。飲食業で
も人手不足と言われていますが、昼間に働きたいが、昼の求人が少なく働き手が余ってい
たりします。そこで、昼の時間帯でも働けるように新業態へのチャレンジをしたのがコロ
ナ禍での取り組みの一つです。

総大将の齊藤大作氏

QR
コード

2024年8月吉塚駅前に新規出店した”ろくでなし”は、もともと福津市に本店を構える
ラーメン屋とタッグを組んで“ラーメン×居酒屋”という新しい業態です。



-25- -26-

”ろくでなし 吉塚店”は吉塚駅西口（県庁口）のすぐ近くの飲食店が集まるエリアにあ
ります。近くにはアトモスダイニングの系列店が他に2店舗あり、その日の気分でお店を
選べることも魅力です。明るく素敵な空間を作ってくれるスタッフが出迎えてくれるの
で、一度足を運んでみてはいかがでしょうか?

井上さんはアトモスダイニングに入社して店⾧職と
してお店を切り盛りするなか、ラーメン×居酒屋と
いう新業態のお店の立ち上げに携わり、お店作りに
日々奮闘しています。

Q.現在の業務はどのようなことをされていますか?
A.店⾧としてオープン直後のお店でプレイヤー業務を

全てこなしながら、キッチンの形作りを行っています。
Q.入社したきっかけは何ですか?
A.もともと飲食の世界にはいましたが、10年ほど前に

知人に誘われてアトモスダイニング系列のお店に行き、
働いている人の目がきらきらして楽しそうに働いている
ところに惹かれ、入社を決意しました。

Q.働く目的は何ですか?
A.誰かが笑顔でいてくれるためにはまず自分が笑顔になる、ということを心が

けています。食を通じて誰かを幸せにし、食文化を通じて誰かの感情を動か
したいです。

Q.仕事のやりがい、面白さは何ですか?
A.地域に根差した飲食店を作っていけることです。以前担当していた系列のお

店では、地元の方とのつながりが強いお店でした。事情により閉店を余儀な
くされましたが、惜しまれながらの閉店となりました。会社としても思い入
れが強いお店だったため、再度出店できる場所を探しています。

Q.社内の勉強会ではどのようなことが行われていますか?
A.会社が主催するマーケティングの勉強会に参加しています。他にも料理や数

字管理等様々なプログラムが準備されており、飲食業の右も左もわか
らない頃から勉強会に参加すると今後の助けになるようなものが多いです。

Q.将来どうなっていきたいですか?
A.会社としてはラーメン居酒屋の成功モデルを作って展開させていき、お客様

に感動、満足を届けていきたいです。個人としては、縁が繋いでくれたお店
のため、恩返しの意味も含めて独立を考えています。

アトモスダイニングは風通しの良い会社であると
井上さんは言います。社員同士がフラットな関係で、
非常に風通しが良い会社です。会社が社員を一人の
個人として向き合っており、スタッフの意見は常に
聞き、会社の方針に反映しています。そのことは社
員のモチベーションアップに繋がっています。

飲食業界のイメージとしてお客様と直接接する華
やかなところが目に付きやすい反面、お客様に感動
してもらうための下準備など、厳しい面も多くあり
ます。しかし、アトモスダイニングのお店は明るく、
活気があり、笑顔があふれている店舗が数多くあり
ます。実際に井上さんも働いている間に笑うことが
増えました。ろくでなし吉塚店

店長の井上氏

ろくでなし吉塚店の
「あっさりラーメン」

焼肉たれよし
吉塚ごえん

ろくでなし吉塚店


